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うべからざる事実となっているが､而 も伺本詮が必ずしも理想的な手術ではな く､ 末棺的な手術手猿
の改善によっては到底取 り除 く事の出釆ぬ本質的な 2,3の重大欠点を有する事は周知の通 りであって
我々の465例の成形術例によっても明らかに立証される処である｡
集1に成形術では教本以上の肋骨をかな りに長 く切除する鳥に､ その手術的俊撃は相当に大 きく､
又同じ理由から術後的廓にかな りの変形を招釆する欠点がある｡ 第 2に成形術では胸壁動柊やこれに
起因する奇異呼吸乃至縦隔洞振顛症によって呼吸困難や循環器障碍を招来する虞れがある｡ 第3に成
形術では術後時 日の経過に連れて盛況肺が再膨脹を来し､茎洞や誘導菊管枝が再び開 く事が少 くないO





膜外充填術によって成形術の有する諸欠点を除 き得る可能性のある事は周知の油 りであるがヽ 事実の
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上では充墳術は Tuffierによって成形術と略々時を同じうして始められ､その後語学者によって感々
療討されたにも拘らず､ 1913年 Baerによって創案されたパラフィンに優る充填物の発見 もな く､爾
来約35ヶ年を経過した今日では諸外国でも余 り顧られな くなって居 り､従って我が観では充填術に関
する系統的な研究がない｡
以上の棟に肺帯板の外科的療法の発達変を見ると､ 本質的な諸欠点を有する成形緬が却って順調に
発展､普及し､ これ と略 ,k時を同じうして始められ､両 も少くとも瑳論的には成形術の有する諸欠点
を全面的に除き得る可青旨性があると考えられる充填術が却って発達を阻害さオしているのであるが､ そ
の理由は終して奈辺にあるであろうか｡ その理由の主なるものは充填物質として好適なものが見出さ


















倍本法は演者と京大帯核研究所 辻所員及び京大医学部歯科診療重 美溝口助教授との協同研究 ｢稀核治療法に
於ける合成樹指の摩周｣の一つであって､演者の恩師 京大医学部外科学教室第二講座 青柳数投､京大結核研究

















の手術に用いる数は大いさ 35乃至40cc,卵形のものでは 10乃奄20個,大いさ 14cc,直径 3cmの譲
では 20乃至30個が普通であるが､場合によっては更に大いさの違ったもの､例えば大いさ 150cc卵
形の大型充填物その他 2,3のものをも用いる事があるo
我 々はその節1帝を1昨年の3月｢結核 併 発｣第 3巻=､ 界1号に発表し､ 更にその節2帝を昨年の本食絶食の席
上その他で報償 しているが､ 合成樹脂を充填する鮎で我 々と同橡な研究が最近アメDカでも我 々とは別個に行われ
て居 り､昨年 2月の Jolr.OfThoracicSurg.に Wilsonによって 30匹の鼠 と 10匹の犬とは就いて行った美事陵的併
発と､15例の患者に就いての手術成績とが漁帝 として発表されて居るo 我 々の場合!/{は手術を主として上背部から
行って居 り､久下背部､駿寓部及び前胸部等からも行っているが､ Wilson民法では主として前胸書陀 らゝ行われて居
り､充填物も我々のより文に/J､型のもの､即ち直径 4分の3吋の中塗性或いは中英性の球が用い られている. 又我
々は合成樹脂充填術を本年 1月末現在迄に421例に二行っているが､ これにあちこちで御追試頂V､た例を加えると､
現在旺l/{金歯的!,17:は約2000例近 くl/TL行われて居 り､従って数年後Z/{は今回の我々の覇菅では末娘討の諸問題や遠隔
成績等が多 ぐの祈究者の手によって明らかはされるものと期待される｡ 又我 々の充填衝 の樽長の一つである表面平∫
滑な､小型､卵形叉は球形､中空性の楓型充填物を多数併せ用いる術式が､最近阪大 〟､瑠外科の 武田博士によって
合成樹脂の代 りにセル｡イ ドを′用いて追試せられ､ 昨年 7月の第 2回鰭核外科集談一食で 胸膜外li･ンボン球充填術と
して発表されて居 り､次いで弾力性軟多孔性の高分子′化合物を用いる鮎で､ 我々のとは違った術式が二京府大横田外
























排除されんとする傾向が全 く認められないが､ パラフィンの場合には術後短時日で著明に変形 し､術
後1ケ月日頃からその実質が次舞に許質化されつ 1ある像が認められ､ 時 日の経過と共にパラフィン








































































































































































達磨範囲の限界を知 らんとして,かな りの重症例.例えば全胸部成形術の通腹症や成形術 の遠慮外のも
のに対しても碩極的に手術を行った馬に他ならない｡ 前回の報告になかった茎洞穿孔例が今回の報告


















































































7)今後に環 された最 も夏蚕な問題は遠隔成績を観る事である｡と,この棟に結論したいと思 うo
謝鮮 :終に臨み､宿題覇菅の横 昏を輿えられT=本愈々長 服部峻治郎博士に深甚の謝意を表する0
倍､講演骨場では50数貫の小親子を配布 し､ 合成樹脂球充填術の手術映画を供覧した｡ 叉､本軍曹の内容は前連
の小勝子の要旨で京大結核祈革新第 4部の以下の諸君の諸研究を基にして鮭めたものであるo 諸君の努力に対 して
深謝する｡
1)久保 ･高畠 ･妥淵 :諸種高分子4t:合物の動物粗放l,{対する異物刺戟に就いて
2)久保 ･高畠 ･妥淵 :合成樹脂の人煙組織に対する異物刺戟に就いて
3)久保 ･高曲 ･安淵 :諸種高分子党合物の物理牝学的性耽
4)章紘 ･一久保 :合成樹脂充填物の物理学的抵抗性並びに気密性
5)上 月･章冷 ･高免 Q浜川 :屍鰹による肋膜舛充填術の手術々式の披討
6)､上 月･毒殺 ･高勉 ･望月･日下 ･佐川 :充填術l/{好適な肺野の分割並びに手術型の嘆定
7)上月･寺絵 ･高免 :互大空洞に対する充填術
8)上月･寺松 ･高畠 :大型充填物による手術成績の吟味





14)望月･日下 ･佐川 :充填術後に於げろ上線新見と暗疾 中結核菌の滑長 との関係





20)等二晩 ･安淵 ･山本 :胸部手術創のイセ濃 とその漁防沃
21)有馬 ･寺松 :南側充填術の経翰




26)西開 ･笹激 ･田中 :硫酸銅法による血液処旋
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27)桃井 .寺絵 .小林 .苦栖 ･卒J日.渡部 ･田中 :肋膜舛充填術の前後に敢げろ血鮭､呼吸数及び朕埠数の妙他
28)豊永 ･平川 :肺虚股療法の前後に於げろ心電図所見
















をせねばならなかった関係もあって､ 我･kは本法の適廠範囲の限界を知 らんとしてかな t)の重症例に
も意識的､積極的に本法を行 う方針を探 り､達磨限界を可及的に拡張して手術を行った｡ 即ち.パラ
フィン充填術や胞廓成形術の連勝と考えられるものには勿論, 全身一般状態や諸検査成績等からみて
成形術の適磨外と考えられた･Gのにも棲極的に手術を行った｡その結果､ 遠藤範囲の限界が略Jk明ら
かとなったが, その麦芽ら手術成績は昭和23年春頃までの夫れに比 して必然的にかな りの低下を示し,




向上しているが､- 全体としては71.40%に低下して居 り, 叉昭和24年8月末現在では肺の剥離が適
確に行われた例では90%以上を示しているが,全件としては75.20%まで上昇したに過ぎず､叉その三芳
ら昭和23年春頃までには見られなかった基洞穿孔例や後出血例､ 及び化膿例等が相当数に見られる棟
になったo
そこで第 2回胸部外科学会の席上,長時間を輿えられたのを幸い, 充項術の不成功例を-指し､そ
れ等に就て少しく考察してみたいと思 う次第である｡
先ず以下に取扱 う不成功例の定董であるが,今回は手術による頂凄死亡例 と､啄疾中の結核菌を陰樽
せしめ得なかった例とを不成功例として取扱いたいと思 う.
叉,基洞穿孔や充填隆の化膿等の合併症を招来した例では,結局それ等が原因となって啄疾中の結核
菌を陰樽せしめる事が出釆なかったものが少 くないから,それ等の多くは当番後者に含まれる訳である
